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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 

学校番号 13 学 校 名 静岡県立浜松特別支援 校 長 名 佐藤 徹 

【評価】 

 Ａ：十分目標を達成することができた。 

 Ｂ：おおむね目標を達成することができた。 

 Ｃ：あまり目標を達成することができなかった。 

 Ｄ：ほとんど目標を達成することができなかった。 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

取組目標 成果目標 達成状況 
評

価 
成果と課題 担当 

ア ＜授 業＞  個別最適な学びと協働的な学びを実現する学校  

児童生徒が夢

中になれる学

校生活づくり 

時期毎、取り

組むべきこと

を明確化・焦

点化した“学

校生活づく

り”ができた。 

学校生活づくりの視

点で時期毎のテーマ

を明確にして取り組

むことができた。 

Ａ 

常に学校生活作りを意識して

授業づくりを行った。合わせ

た指導と各教科の関連付け、

活動そのものを振り返ったり

楽しみにしたりする掲示の工

夫など、その時期の学習に夢

中になって取り組める環境を

設定することができた。 

年間指導計画立案時に、学校

生活づくりの視点で検討す

る。 

学部 

学年 

協働的な学び

の充実 

集団で取り組

む(友だちと

取り組む)良

さを生かした

授業を考え、

実施できた。 

友達と関わりながら

学ぶためのグルーピ

ングや場の設定、学

習内容の工夫をする

ことができた。 Ａ 

友達の発表や学習の様子を見

聞きする場面や、話し合いの

場を設定することで、児童生

徒同士が学び合う姿が見られ

た。集団の良さを生かしなが

ら、個に応じた支援や教材に

ついて教員間で検討、共通理

解し、授業づくりを行ってい

く。 

学部 

学年 

個に応じた指

導の充実 

児童生徒の実

態・課題を捉

えた個別の教

育支援計画や

個別の指導計

画の目標とな

っていた。 

年２回以上見直しを

し、実態や課題に合

った目標を検討する

ことができた。 
Ａ 

目標設定や評価の仕方の具体

的な説明により、実態に合っ

た個別の支援計画や指導計画

を作成することができた。今

後は、子どもの将来に願う姿

を基にした支援目標の設定

や、流れ図と各計画とのつな

がりの明確化が課題である。 

○教務 

特別支援 

自立活動 

自立活動の充

実 

流れ図を使っ

て今指導すべ

き目標を導き

出し、指導場

面を明確にし

て指導を行っ

た。 

児童生徒一人一人の

流れ図を作成し、目

標や指導場面を明確

にした。 Ｂ 

全児童生徒の流れ図を作成し

たことで、実態を明らかにな

り、重点目標を導き出すこと

ができた。指導場面での流れ

図の活用には至らなかった。

今後は、自立活動の基礎・基

本の理解を深めた上で、流れ

自立活動 
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図の活用を促すことが課題で

ある。 

合わせた指導

の充実 

最良のテーマ

は何かを捉

え、成就すべ

きことを明確

にした単元の

検討をした。 

最良のテーマを 

基に単元について事

前検討することがで

きた。 

Ａ 

学部ごとに検討することを明

確化した様式を使用した。ま

た、研修の日を単元づくりの

検討日として計画的に活用し

た。事前に単元について検討

することで児童生徒が今、何

に夢中になり、何を成就すべ

きかを明確にした授業を行う

ことができた。 

研修 

国語・算数/数

学の充実 

学習指導要領

の「目標と内

容の一覧」を

踏まえ、実態

把握→目標設

定→評価がで

きた。 

学習指導要領に沿っ

た目標と内容を設定

し、評価することが

できた。 
Ａ 

実態から目標設定や評価の方

法を具体的に伝えていくこと

で、学習指導要領に沿った目

標を立て、評価を行うことが

できた。今後は実態からおさ

えるべき領域、段階を捉えて

年間計画を立てることが課題

である。 

教務 

○学習 

指導 

ICT の活用の

促進 

機器やネット

ワークごと違

う ID やパス

ワードを理解

し効果的、効

率的に ICT を

活用した。 

ID、パスワードの有

用性について発信を

続けたことで理解に

つながった。通常業

務や授業でのクラウ

ド利用の頻度が上が

ってきている。 

Ａ 

Google driveを利用した Web

でのアンケートが汎用化され

ペーパーレスが進んできてい

る。ICT機器とクラウド利用

を通して「個別最適な学び」

「協働的な学び」につなげて

いく。 

情報教育 

本に親しむ児

童生徒の育成 

授業の中で本

に触れる機会

を確保した。 

読み聞かせや調べ学

習などで利用するこ

とができた。（教員８

割程度） 

Ｂ 

図書館の書籍棚をジャンル別

に整理して視認性を高めた

り、年度内に随時、蔵書を補

充したりしたことで、本を手

に取りやすい環境を整えた。

今後も定期的に、蔵書紹介を

NES掲示板で発信すると共に、

学部ごとに活用事例を紹介す

る場を設ける。 

輝き発見 

イ ＜安 全＞  命を守り、人権を尊重した安全で安心な学校  

緊急時の対応

力の強化 

児童生徒・職

員は、緊急時

に自分で考え

て自らの身を

守る行動がと

れる状態にな

った。 

放送や教師の指示を

聞いて落ち着いて避

難行動をとることが

できた。 Ａ 

避難訓練に繰り返し取り組む

ことで、すぐに一時避難の行

動をとることや指示を聞いて

避難をすることができた。今

後、さまざまな状況を想定し

た訓練を実施して災害時に備

えたい。 

防災 

安全・快適な環

境づくり 

安全・快適な

環境をつくる

ために廃棄、

片付け、清掃

分担箇所の廃棄や清

掃に自ら取り組む教

員が増えた。 

 

Ａ 

安全点検表を基にダブルチェ

ックで取組んだことで、自分

ごととして清掃や整理整頓に

取り組む教員が増えた。元の

プロジェ

クト会 

総務 
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などに自ら取

り組んだ。 

場所へ片付けることについて

は、徹底が不十分であり、物

品の管理方法の見直しと意識

の醸成を図る必要がある。 

事故防止の強

化 

危機管理マニ

ュアルやヒヤ

リハットから

学び、児童生

徒の安全・安

心を守った。 

危機管理マニュアル

やヒヤリハットから

学び、事故防止につ

なげることができ

た。 Ａ 

危機管理マニュアルを説明す

る時間を設けたり、マニュア

ルに沿った訓練を行ったりす

ることで事故防止の強化につ

なげることができた。今後は、

学年、学部等の実態に合った

訓練を計画、実行し、事故防

止につなげることが課題であ

る。 

保健体育 

人権等への徹

底した配慮 

児童生徒の模

範 と な る よ

う、自他を大

切にする行動

を常に心がけ

た。 

人権研修や自分の言

動を振り返るアンケ

ートを実施し、人権

意識を高めることが

できた。 

 

Ａ 

人権研修や人権の自己振り返

りのアンケートを実施した

り、各学年で人権の内容につ

いて話合いの機会を設定した

り人権意識の向上を図ること

ができた。教員と第三者の評

価のずれもないことより生徒

児童の模範となる言動ができ

ていた。 

人権意識の差はあるので、人

権尊重に関する話題を定期的

にあげて自分の言動を振り返

る場やときを引き続き設定し

ていく必要がある。 

生徒指導 

ウ ＜協 働＞  家庭、地域、関係機関と協働して支援する学校 

就学前への相

談支援の充実 

保護者が安心

して就学を迎

え ら れ る よ

う、相談会や

説明会等の設

定ができた。 

説明会アンケートで

「理解に役立った」

96.7％ 

 

Ａ 

就学相談に関する学校説明会

では、就学前や就学後の子ど

もや保護者をサポートする機

関に対し、本校の各学部の教

育活動について説明を行っ

た。浜松市の就学支援の計画

に合わせた説明会の開催時期

等になるようにする必要があ

る。 

○特別 

支援 

学部 

学校への応援

体制の構築 

教育活動に対

して応援して

くれる保護

者・地域の関

係機関・人が

増えた。 

新たに２団体、1 公

共施設を活用して学

習に取り組んだ。新

規応援隊活動 18 件

に対して保護者等、

約 60人が参加した。 
Ａ 

新たな団体等を活用すること

ができた。応援隊づくりにＰ

ＴＡと協働で取り組んだこと

で、保護者ボランティアが増

えた。既に繋がりのある人・

機関と、新たな活動に取り組

むこともできた。今後は、応

援隊募集の拡大、隣接する学

校との連携協働の強化により

応援体制の更なる構築を図

管理職 

○CS担当 
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る。 

進路指導の充

実 

本人・保護者

が様々な情報

を元に主体的

に進路を決定

することがで

きた。 

保護者「進路に関す

る情報を得て進路に

ついて考えることが

できた。」 95％ 

Ａ 

進路の手引き、進路だよりの

発行、各学級の担任を通じて、

進路についての情報を発信

し、本人・保護者が進路につ

いて考える場面を設定した。

卒業後の進路先だけでなく、

〇年後、〇十年後にどんな生

活を送っていたいかという対

話を積み重ねていきたい。ま

た、保護者や職員のニーズに

合わせた情報発信もしていき

たい。 

進路支援 

エ ＜チーム＞  全教職員が主体的に学校づくりに参画する学校  

新たな浜特の

創造 

コロナ禍で変

化した指導の

在り方・働き

方を今後どう

あるべきかを

視点に見直し

た。 

感染症予防で控えて

きた学習内容や授業

形態、行事の在り方

について再検討し、

見直すことができ

た。 

時期ごとの焦点化し

た学習テーマやＴ１

の再調整、見直し、

行事等の実施方法等

を検討することがで

きた。 

Ａ 

前年踏襲をやめ、音楽、体育

等の集団活動の指導体制を再

検討し、授業を行ったことで、

児童生徒の活動の幅を広げ、

学び合いや育ちを促すことが

できた。また、学習や行事の

在り方を見直したことで、地

域との関わりを増やすことが

できた。 

学校生活づくり一覧表を作成

し、時期ごとの焦点化したテ

ーマを意識して学部行事や学

習計画の立案・見直しを行っ

た。 

お互いの業務を知ったり、業

務が重複し余裕がない教員の

担当を再調整したりするな

ど、相談し合うことができた。 

管理職 

学部 

事務処理時間

の確保 

特別な場合は

除き、週に複

数回、事務処

理時間が取れ

た。 

週に複数回事務処理

時間が取れたと感じ

ている教員は６割程

度だった。 

Ｃ 

学年、学級などで学習内容や

指導体制などを工夫すること

で事務処理時間の確保に努め

たが、教員の出張等で児童生

徒指導、安全管理の視点で指

導に入ることが多かった。教

育活動充実のための教材研

究、準備、自己研修の時間の

確保が必要である。 

学部 

学年 
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老朽化・狭隘化

への対応 

不用品の廃棄

と必要物品の

購入、不具合

箇所の修繕を

計画的に進め

た。 

総務課と連携し、現

状を把握し課題を検

討することで不用品

の廃棄、修繕、必要

物品の購入を計画的

に進めることができ

た。 

Ａ 

総務課と連携し不用品の廃棄

や物品整備、施設整備のため

の予算を確保し計画的に執行

することで快適な学習環境が

整いつつある。老朽化、狭隘

化の根本的な改善について引

き続き要望していく。 

事務部 

倫理観の向上 不祥事０件 

処分対象となる不祥

事は０件だった。交

通事故６件（うち加

害１件）が発生した。 

Ｂ 

交通安全について、事例をも

とに注意喚起を行っていた

が、加害による交通事故が１

件発生してしまった。交通安

全については、募集した交通

安全標語を毎月掲示し、継続

的に呼び掛けを行っていく。

学年会を活用したグループワ

ークを年４回実施し、不祥事

を自分事として考える機会を

定期的に設定することができ

た。 

管理職 

                             


